
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 法学研究科履修の手引き 

同志社大学 



 
 
 

 
２０２５年度 

 大 学 院 学 年 暦 

司法研究科・ビジネス研究科 以外 

同 志 社 大 学 

春学期       １７週（102日）      秋学期           １８週（108日）

２０２５年 

 ４月 １日（火） 春学期始め・春学期入学式 

    ２日（水） 新入学生履修指導期間 
    ３日（木） 
    ４日（金） オンデマンド授業期間 
    ５日（土）      （DO Week） 
    ６日（日） 
    ７日（月） 
    ８日（火） 
    ９日（水） 
   １０日（木） 

   １１日（金） 面接授業開始（注１） 

   ２８日（月） 春学期学費納入最終日 

 ４月２９日（火） 
   ～       休日 
 ５月 ５日（月） 

    ６日（火） 振替休日（授業日） 

 ７月１７日（木） 面接授業最終日 

   １８日（金） 期末試験開始 

   ２１日（月） 海の日（試験日） 

   ３１日（木） 期末試験終了 

 ８月 １日（金） 期末試験予備日・夏期休暇開始 

    １日（金）  
     ～    春学期集中講義期間 
    ７日（木）  

 ９月１１日（木） 春学期学位論文総合審査日 

          夏期休暇終了 

１２日（金） 在学生成績通知（注２） 

   ２０日（土） 春学期終り 

   ２７日（土） 春学期学位授与式 

 

 

 

 

 

９月２１日（日） 秋学期始め・秋学期入学式 

２４日（水） オンデマンド授業期間（DO Week） 
２５日（木） 
２６日（金） 
２７日（土） 
２８日（日） 
２９日（月） 
３０日（火） 

１０月 １日（水） 面接授業開始 
１３日（月） スポーツの日（授業日） 
３１日（金） 秋学期学費納入最終日 

１１月 ３日（月） 文化の日（授業日） 
２４日（月） 振替休日（授業日） 

   ２６日（水） 
   ２７日（木） 創立記念行事週間（休講） 
   ２８日（金） 

   ２９日（土） 創立記念日（休日） 

１２月２４日（水） 冬期休暇開始 
２５日（木） キリスト降誕日（休日） 

 

２０２６年 

 １月 ６日（火） 冬期休暇終了 

    ７日（水） 面接授業再開 

   １２日（月） 成人の日（休日） 

   １９日（月） 面接授業最終日 

   ２０日（火） 期末試験開始 

   ２３日（金） 創立者永眠の日 

 ２月 ９日（月） 期末試験終了 

   １２日（木）  
     ～    秋学期集中講義期間 
   １８日（水）  

 ３月 ５日（木） 秋学期学位論文総合審査日 

   １３日（金） 在学生成績通知（注３） 

   ２０日（金） 
   ２１日（土） 秋学期学位授与式 

２２日（日） 

   ３１日（火） 秋学期終り 

 
 日 数 計 算 

試 験 日 数 
授業回数（オンデマンド授業含む）（注４） 

(日曜・祝日・休講日を除く) 月 火 水 木 金 土 計 

春学期 １０２日 １７週    １２日 １５ １５ １５ １５ １５ １５   ９０ 

秋学期 １０８日 １８週    １８日 １５ １５ １５ １５ １５ １５ ９０ 

夏期休暇         ４２日 計 ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ １８０ 

（注４）１５週目のオンデマンド授業は各学期の成績評価を終えるまでに配信される。 

（注１）２年次生以上は前年度３月の成績通知日以降、１年次生は入学式以降、この面接授業開始日までに、履修科目登録期間が設定される。 
（注２）成績通知日以降、秋学期の面接授業開始日までに、履修科目登録変更期間が設定される。 
（注３）成績通知日以降、翌年度４月の面接授業開始日までに、履修科目登録期間が設定される。 
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 履 修 体 系  
１．前期課程 

 

① 修業年限と在学年限 

 標準修業年限は２年で、４年を超えて在学することは認めない。 

 

② 修了要件 

 修士の学位を得ようとする者は、２年以上在学し、授業科目について３０単位以上修得し、

必要な研究指導を受けたうえ、学位論文を提出し、かつ最終試験に合格しなければならない。

最終試験は学位論文を中心とし、これに関連ある科目についておこなう。また、課程修了の認

定には、その研究に必要な外国語に通じていることを一条件とする。 

 

③ 修了必要単位数 

政治学専攻： 

『大学院履修要項』の設置・開講科目一覧に掲載されている科目のうちから「政治学基礎」を

必修とし、かつ合計３０単位以上を選択履修すること。ただし、他の専攻、本学大学院他研究

科又は高等研究教育院が設置する科目を選択履修した場合は、合計１２単位まで修了単位に算

入する。 

 

私法学専攻・公法学専攻： 

『大学院履修要項』の自専攻の設置・開講科目一覧に掲載されている科目のうちから基礎科目

を８単位以上、かつ合計３０単位以上を選択履修すること。ただし、本研究科他専攻、本学大

学院他研究科又は高等研究教育院が設置する科目を選択履修した場合は、合計 16 単位まで修

了単位に算入する。なお、合計 16 単位のうち、本学大学院他研究科及び高等研究教育院の設

置する科目についてはあわせて８単位まで修了単位に算入する。 

 

全専攻共通： 

修士論文の提出にあたっては、「論文指導」の登録を義務づける。「論文指導」は合計４単位

履修する必要があり、うち２単位は修了する学期に必ず履修しなければならない。また、修士

論文提出学期の「論文指導」登録者には、論文提出１ヶ月前までの期間に実施される修士論文

報告会で、修士論文に関する報告をおこない、指導を受けることを義務づける。なお、修士論

文を提出した者が、修了必要単位数を満たさない場合は、論文受理を取り消すこととする。 

 

④ 学 位 

⚫ 修士の学位論文は、在学期間中に提出し審査を終了するものとする。また、課程修了の認定

は、研究科長会においてこれをおこなう。 

⚫ 本研究科博士課程（前期課程）政治学専攻の課程修了の認定を得た者には、「修士（政治学）

（同志社大学）」を、本研究科博士課程（前期課程）私法学専攻または公法学専攻の課程修

了の認定を得た者には、「修士（法学）（同志社大学）」の学位が授与される。また、本研

究科博士課程（前期課程）政治学専攻でダブル・ディグリープログラムにより課程修了の認

定を得た者には、「修士（比較政治学）（同志社大学）」を、本研究科博士課程（前期課程）

私法学専攻または公法学専攻でダブル・ディグリープログラムにより課程修了の認定を得

た者には、「修士（法学）（同志社大学）」の学位が授与される。【詳細は巻末の『ダブル・

ディグリープログラム用「履修の手引き」』を参照すること。】 

履 修 体 系
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大学院法学研究科修士論文審査基準 

 

修士（法学）、修士（政治学）及び修士（比較政治学）の学位論文は、法学研究科において、以下に掲げる点を総合的に

考慮し、論文提出者が、法学又は政治学の分野について、広い視野に立った精深な学識を修得し、専攻分野における研究

能力又はこれに加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を有していると認められた場合に合格

とする。 

 

①研究テーマ・問題設定の妥当性 

研究テーマ及び問題設定に、学術的及び社会的意義が認められること 

②研究方法の妥当性 

研究テーマについて、適切に先行研究と関連づけつつ、問題設定に対してふさわしい研究方法を実践していること 

③論旨の一貫性 

結論がそれまでの展開を踏まえて論理的且つ明確に導出されていること 

④独創性（オリジナリティ） 

研究テーマ、問題設定、分析方法等に一定の独創性が認められること 

⑤社会又は学会等への貢献 

社会への貢献、又は当該研究領域の発展への貢献の可能性が認められること 

⑥その他 

①～⑤以外の観点から、広い視野に立った精深な学識を修得し、専攻分野における研究能力又はこれに加えて高度

の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を有すると認められること 

 

 

大学院法学研究科修士論文形式要件 

 

修士の学位論文の形式要件は、以下の通りとする。 

 

①法学研究科が定める論文指導の履修並びに修士論文報告会を経た上で提出すること 

②原則として、日本語で作成すること（ただし、研究分野の性質上、あるいは研究成果を発表する上で、英語を用いる必

要が認められるなどの場合には、英語で作成することを認める） 

③本文の文字数は、目安（ガイドライン）として目次・注・文献目録等は含まないで、2万 4,000～4万字程度 

（英語の場合は 1万 3,200 ～2万 2,000words 程度）であること 

④論文梗概の文字数は、4,000字程度（英語の場合は 2,200words 程度）であること 

⑤文献の引用方法、注、図表、資料、参考文献リスト等の取扱いについて、統一的な基準は設けないが、各研究領域の

一般的な基準によること 

 

＜参考＞ 

大学院設置基準第１４条の２第２項 

大学院は、学修の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たつては、客観性及び厳格性を確保するため、学

生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切に行うものとする。 

 

大学院設置基準第３条第１項 

修士課程は、広い視野に立つて精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに加えて高度の専門性が求めら

れる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。 
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２．後期課程 
 

① 修業年限と在学年限 

 標準修業年限は３年で、６年を超えて在学することは認めない。 

 

② 修了要件 

 博士の学位を得ようとする者は、大学院博士課程に５年（博士課程の前期課程または修士課

程を修了したものにあっては、当該課程における２年の在学期間を含む）以上在学、必要な研

究指導を受けたうえ、学位論文を提出し、かつ最終試験に合格しなければならない。最終試験

は学位論文を中心とし、これに関連ある分野についておこなう。また、課程修了の認定には、

その研究に必要な外国語によく通じていることを一条件とする。 

 

③ 学 位 

⚫ 博士の学位論文は、在学期間中に大学長に提出し、提出された日から１年以内に審査を終了

するものとする。また、課程修了の認定は、研究科長会においてこれをおこなう。 

⚫ 本研究科博士課程（後期課程）政治学専攻の課程修了の認定を得た方には、「博士（政治学）

（同志社大学）」を、本研究科博士課程（後期課程）私法学専攻または公法学専攻の課程修

了の認定を得た方には、「博士（法学）（同志社大学）」の学位が授与される。 

 

④ 博士学位取得プロセス 

本研究科で博士学位を取得するための各専攻共通のプロセスは次頁以降を参照し、これを目

安とし、専攻からのガイダンスに従って、各自の研究計画を組み立てること。 
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●博士学位取得プロセス 

 

博士課程（後期課程）での学位取得のプロセスとして、 

 ・授業科目の履修 

 ・題目審査 

 ・中間報告 

 ・論文受理 

 ・最終審査 

の５つのチェックポイントを設定する。 

 

（１）授業科目の履修（１年次 春・秋学期） 

 ⅰ．「論文演習」について 

 法学系または政治学系の研究論文作成のための基礎的なトレーニングを受けていない者は、

未修者として、当該科目の履修を義務付ける。 

 法学系または政治学系の研究科において、修士論文の合格をもって修了した者、およびこ

れに準ずる者については、既修者として、当該科目の履修を不要とする。ただし、履修指導

により、「論文演習」の履修を認める。 

 

 ⅱ．「総合演習」について 

 単位取得を修了要件とはしないが、３年間のうち（修了まで）に単位を修得することが望

ましい。 

 

 

（２）題目審査（２年次 春学期） 

 後期課程１年目終了時に、博士論文の題目を受け付ける（なお、未修者は「論文演習」の

単位修得を前提とする）。その後、３名による「題目審査委員」を研究科委員会で委嘱する。

申請者の２年次春学期に、当該委員は、申請論文の題目について「合格・不合格・保留」の

いずれかの判定を行う。「合格」判定を受けたものについて、研究科委員会で題目を承認する。 

 なお、「保留」の判定を受けたものは、研究テーマおよび研究計画の見直しの後、再度、春

学期中に題目審査を受けることができる。再審査において「合格」判定を受けたものは、研

究科委員会で題目を承認する。 

 春学期中に「合格」判定を受けなかったものについては、秋学期に題目審査を受けること

ができる。ただし、秋学期中に研究科委員会の承認を得た題目の論文受理は、原則、翌々年

度の４月以降となる。 

 なお、「合格」の判定を受けた題目についても、「題目審査委員」全員の了承を前提に、変

更を認めるものとする。題目変更があった場合は、研究科委員会の承認を再度受けるものと

する。 
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（３）中間報告（３年次 論文提出の６ヶ月程度以上前） 

 論文の提出（受理）の６ヶ月程度以上前に、研究論文についての「中間報告会」を少なく

とも１回は開催すること。報告会は原則公開として、最終審査委員予定者の陪席のもと行う。 

 なお、すでに中間報告会を実施している場合でも、指導教員の判断のもと、再度、中間報

告会を実施する場合がある。その場合の中間報告会も、論文提出の６ヶ月程度以上前に開催

されなければならない。 

 

 

（４）論文受理（３月学位授与希望者：１１月、９月学位授与希望者：４月） 

 ３月学位授与希望者は１１月に、９月学位授与希望者は４月に、学位論文申請を受け付け

る。（詳細については「◆学位論文 ４．博士論文提出要領」を参照すること。）論文の受理

にあたっては、形式要件に関する審査のみ行う。 

 

 

（５）最終審査（論文提出後） 

 受理した博士学位申請論文について、３名による「最終審査委員」を、研究科委員会で委

嘱する。その後、委員は、申請論文を査読すると同時に、申請者に対する総合試験（口頭試

問および学力テスト）を実施し、審査結果を研究科委員会に報告する。当該の研究科委員会

で、申請論文に対する合否判定を行う。 

 そして、研究科委員会で合格判定となった博士学位申請論文は、その後、研究科長会にて

学位論文総合審査が行われ、学位の授与の可否が決定される。 
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大学院法学研究科博士論文審査基準 

 

 博士（法学）及び博士（政治学）の学位論文は、法学研究科において、以下に掲げる点を総合的に考慮し、論文

提出者が、法学又は政治学の分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な

業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有していると認められた場合に合格と

する。 

 

①研究テーマ・問題設定の妥当性 

研究テーマ及び問題設定に、学術的及び社会的意義が認められること 

②研究方法の妥当性 

研究テーマについて、適切に先行研究と関連づけつつ、問題設定に対してふさわしい研究方法を実践してい

ること 

③論旨の一貫性 

結論がそれまでの展開を踏まえて論理的且つ明確に導出されていること 

④独創性（オリジナリティ） 

研究テーマ、問題設定、分析方法等に注目すべき独創性が認められること 

⑤社会又は学会等への貢献 

社会への貢献が期待され、又は当該研究領域の発展に貢献する学術的価値が認められること 

⑥その他 

①～⑤以外の観点から、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事す

るに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有すると認められること 

 

 

 

大学院法学研究科博士論文形式要件 

 

博士（法学）及び博士（政治学）の学位論文の形式要件は、以下の通りとする。 

 

①法学研究科が定める博士学位取得プロセスを経た上で提出すること 

②原則として、日本語で作成すること（ただし、研究分野の性質上、あるいは研究成果を発表する上で、英語を

用いる必要が認められるなどの場合には、英語で作成することを認める） 

③本文 12 万字程度（英語の場合は本文 6 万 6,000 words 程度）であること（ただし、上限は設けない） 

④文献の引用方法、注、図表、資料、参考文献リスト等の取扱いについて、統一的な基準は設けないが、各研究

領域の一般的な基準によること 

 

＜参考＞ 

大学院設置基準第１４条の２第２項 

大学院は、学修の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たつては、客観性及び厳格性を確保するた

め、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがつて適切に行うものとする。 

 

大学院設置基準第４条第１項 

博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事

するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。 
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審
査

関
係

等

第
１

年
次

春
・
秋

学
期

「
論

文
演

習
」
履

修
　

・
未

修
者

（
法

学
系

ま
た

は
政

治
学

系
の

研
究

論
文

作
成

の
　

　
た

め
の

基
礎

的
な

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
て

い
な

い
学

生
）
を

　
　

対
象

と
す

る
。

 　
・
総

合
演

習
は

、
修

了
要

件
で

は
な

い
が

、
３

年
間

（
修

了
ま

で
）

　
　

に
単

位
を

修
得

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

１
月

中
旬

「
博

士
論

文
題

目
届

」
受

取
（
事

務
室

→
学

生
）

　
※

指
導

教
員

の
署

名
・
捺

印
が

必
要

年
度

末
「
博

士
論

文
題

目
届

」
提

出
（
学

生
→

事
務

室
）

　
・
未

修
者

は
、

「
論

文
演

習
」
が

履
修

済
で

あ
る

こ
と

を
要

件
と

す
る

。

第
２

年
次

以
降

４
月

初
旬

【
法

学
研

究
科

委
員

会
】

 題
目

審
査

委
員

（
３

名
）
委

嘱

４
月

上
旬

～
５

月
中

旬
題

目
審

査
【
題

目
審

査
委

員
】

　
題

目
審

査
　

⇒
　

合
格

・
不

合
格

・
保

留
の

判
定

　
・
題

目
審

査
委

員
に

対
し

て
、

論
文

の
全

体
的

な
構

想
に

つ
い

て
　

　
報

告
を

行
い

、
題

目
の

審
査

を
受

け
る

。
　

・
「
保

留
」
判

定
の

場
合

、
研

究
テ

ー
マ

お
よ

び
研

究
計

画
の

　
　

見
直

し
の

後
、

再
度

、
春

学
期

中
に

題
目

審
査

を
受

け
る

　
　

こ
と

が
で

き
る

。

５
月

下
旬

【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
　

論
文

題
目

 承
認

６
月

上
旬

～
７

月
上

旬
題

目
再

審
査

（
「
保

留
」
判

定
者

の
み

）
【
題

目
審

査
委

員
】

　
題

目
再

審
査

　
⇒

　
合

格
・
不

合
格

の
判

定
　

・
題

目
審

査
委

員
に

対
し

て
、

論
文

の
全

体
的

な
構

想
に

つ
い

て
　

　
再

度
報

告
を

行
い

、
題

目
の

再
審

査
を

受
け

る
。

７
月

上
旬

【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
　

論
文

題
目

 承
認

　
※

「
保

留
」
判

定
者

の
再

審
査

　
・
合

格
の

判
定

を
受

け
た

題
目

に
つ

い
て

も
、

「
題

目
審

査
委

員
」

  
  
全

員
の

了
承

を
前

提
に

、
変

更
を

認
め

る
。

　
・
題

目
の

変
更

を
希

望
す

る
場

合
は

「
博

士
論

文
題

目
変

更
届

」
を

、
　

　
随

時
提

出
す

る
こ

と
。

　
　

※
「
題

目
審

査
委

員
(指

導
教

員
)」

の
署

名
・
捺

印
が

必
要

・
春

学
期

中
に

「
合

格
」
判

定
を

受
け

ら
れ

な
か

っ
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

　
秋

学
期

に
題

目
審

査
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
た

だ
し

、
秋

学
期

中
に

研
究

科
委

員
会

の
承

認
を

得
た

題
目

の
論

文
提

出
　

（
受

理
）
は

、
原

則
、

翌
々

年
度

の
４

月
以

降
と

な
る

。

７
月

中
旬

「
博

士
論

文
題

目
届

」
受

取
（
事

務
室

→
学

生
）

　
※

指
導

教
員

の
署

名
・
捺

印
が

必
要

春
学

期
末

「
博

士
論

文
題

目
届

」
提

出
（
学

生
→

事
務

室
）

　
・
未

修
者

は
、

「
論

文
演

習
」
が

履
修

済
で

あ
る

こ
と

を
要

件
と

す
る

。

法
学

研
究

科
後

期
課

程
　

博
士

学
位

取
得

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

春
学

期
に

題
目

審
査

で
「
合

格
」
判

定
を

受
け

た

Ｙ
Ｅ
Ｓ

Ｎ
Ｏ
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１
０

月
初

旬

１
０

月
上

旬
～

１
１

月
中

旬
題

目
審

査
【
題

目
審

査
委

員
】

　
題

目
審

査
　

⇒
　

合
格

・
不

合
格

・
保

留
の

判
定

　
・
題

目
審

査
委

員
に

対
し

て
、

論
文

の
全

体
的

な
構

想
に

つ
い

て
　

　
報

告
を

行
い

、
題

目
の

審
査

を
受

け
る

。
　

・
「
保

留
」
判

定
の

場
合

、
研

究
テ

ー
マ

お
よ

び
研

究
計

画
の

　
　

見
直

し
の

後
、

再
度

、
春

学
期

中
に

題
目

審
査

を
受

け
る

　
　

こ
と

が
で

き
る

。

１
１

月
下

旬
【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
　

論
文

題
目

 承
認

１
２

月
上

旬
～

１
月

上
旬

題
目

再
審

査
（
「
保

留
」
判

定
者

の
み

）
【
題

目
審

査
委

員
】

　
題

目
再

審
査

　
⇒

　
合

格
・
不

合
格

の
判

定
　

・
題

目
審

査
委

員
に

対
し

て
、

論
文

の
全

体
的

な
構

想
に

つ
い

て
　

　
再

度
報

告
を

行
い

、
題

目
の

再
審

査
を

受
け

る
。

１
月

上
旬

【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
　

論
文

題
目

 承
認

　
※

「
保

留
」
判

定
者

の
再

審
査

　
・
合

格
の

判
定

を
受

け
た

題
目

に
つ

い
て

も
、

「
題

目
審

査
委

員
」

  
  
全

員
の

了
承

を
前

提
に

、
変

更
を

認
め

る
。

　
・
題

目
の

変
更

を
希

望
す

る
場

合
は

「
博

士
論

文
題

目
変

更
届

」
を

、
　

　
随

時
提

出
す

る
こ

と
。

　
　

※
「
題

目
審

査
委

員
(指

導
教

員
)」

の
署

名
・
捺

印
が

必
要

第
３

年
次

以
降

【
３

月
学

位
授

与
希

望
者

】

５
月

上
旬

中
間

報
告

会
　

～
中

旬
　

・
各

専
門

パ
ー

ト
か

ら
具

体
的

実
施

要
領

が
示

さ
れ

る
。

原
則

　
　

公
開

と
し

、
最

終
審

査
委

員
予

定
者

が
陪

席
の

上
実

施
さ

れ
る

。

１
１

月
博

士
学

位
論

文
提

出

１
２

月
上

旬
【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
論

文
受

理
　

　
　

　
　

※
形

式
要

件
に

関
す

る
審

査
の

み
行

う
【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
最

終
審

査
委

員
（
３

名
）
委

嘱
１

２
月

上
旬

～
２

月
初

旬
最

終
審

査
委

員
に

よ
る

査
読

、
総

合
試

験
（
口

頭
試

問
・
学

力
テ

ス
ト

）
を

実
施

す
る

。

２
月

中
旬

【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
博

士
学

位
論

文
審

査

３
月

【
研

究
科

長
会

】
学

位
論

文
総

合
審

査
学

位
授

与
式

【
９

月
学

位
授

与
希

望
者

】

１
０

月
上

旬
中

間
報

告
会

　
  
～

中
旬

　
・
各

専
門

パ
ー

ト
か

ら
具

体
的

実
施

要
領

が
示

さ
れ

る
。

原
則

　
　

公
開

と
し

、
最

終
審

査
委

員
予

定
者

が
陪

席
の

上
実

施
さ

れ
る

。

４
月

博
士

学
位

論
文

提
出

４
月

下
旬

【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
論

文
受

理
　

　
　

　
　

※
形

式
要

件
に

関
す

る
審

査
の

み
行

う
【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
最

終
審

査
委

員
（
３

名
）
委

嘱
５

月
上

旬
～

７
月

中
旬

最
終

審
査

委
員

に
よ

る
査

読
、

総
合

試
験

（
口

頭
試

問
・
学

力
テ

ス
ト

）
を

実
施

す
る

。

７
月

下
旬

【
法

学
研

究
科

委
員

会
】
博

士
学

位
論

文
審

査

９
月

【
研

究
科

長
会

】
学

位
論

文
総

合
審

査
学

位
授

与
式

【
法

学
研

究
科

委
員

会
】

　
題

目
審

査
委

員
（
３

名
）
委

嘱

※
休

学
や

外
国

協
定

大
学

へ
の

派
遣

留
学

な
ど

を
予

定
し

て
い

る
場

合
に

は
、

事
前

に
法

学
研

究
科

事
務

室
へ

ご
相

談
く
だ

さ
い

。
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 成 績 評 価  

① ＧＰA の概要 

本学に導入するＧＰＡ制度は、各科目の成績評価を以下の判定基準にしたがい、７段階（Ａ＋，Ａ，

Ｂ＋，Ｂ，Ｃ＋，Ｃ，Ｆ）で評価し、各成績評価段階に４.５～０.０の評点（Grade Point）を付与し

て、１単位あたりの評点平均値（Grade Point Average）を算出する制度です。 

ＧＰＡは、不合格を意味するＦ評価の成績も含めて後述の計算式で算出しますが、Ｆ評価であった

科目を再履修してＣ以上の評価を得た場合、最後に付いたＦ評価はＧＰＡに算入されません。 

ただし、政治学専攻の「政治学文献研究」（2022 年度以前生は「文献研究」）およびテーマの

異なる「大学院特殊講義」、また私法学専攻・公法学専攻の「法学文献研究」（2022 年度以前生

は「文献研究（～語）」）および「大学院特殊講義」、サブタイトルの異なる｢グローバル科目｣、

｢企業法務アドバンス｣については、複数回履修できますが、履修した全ての科目の成績評価がＧＰ

Ａに算入されます。 

また、「合格」「不合格」のいずれかで評価される科目についてはＧＰＡに算入されませんので、

注意してください。 

 

判定基準 

＜大学院＞ 

評価 評点 判定内容 

Ａ＋ 4.5 特に優れた成績を示した 

Ａ 4.0  Ａ＋に準じた成績を示した 

Ｂ＋ 3.5 優れた成績を示した 

Ｂ 3.0  Ｂ＋に準じた成績を示した 

Ｃ＋ 2.5 妥当と認められる成績を示した 

Ｃ 2.0 Ｃ＋に準じた成績を示した 

Ｆ 0.0 合格と認められるに足る成績を示さなかった 

      

ＧＰＡ算出方法 

（大学院） 

（[A＋]×4.5+[A]×4.0+[B＋]×3.5+[B]×3.0+[C＋]×2.5+[C]×2.0＋[F]×0.0） 

／（[A＋]+[A]+[B＋]+[B]+[C＋]+[C]＋[F]） 

（[A＋]～[F]は A＋～F の評価が付いた科目の単位数の合計） 

成績通知書には履修した全ての科目の評価とＧＰＡが記載され、成績証明書には不合格科目を除

く履修した全ての科目の評価と、ＧＰＡが記載されることになります。 

 
 
 
 
 

成 績 評 価
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②履修中止制度 

この成績評価制度では、不合格科目、放棄科目についてもＧＰＡの対象科目になりますので、開

講後１ヶ月程度授業を受講し、望ましい評価が得られないと判断した科目については、定められた

期間中に、登録科目の履修の中止を認めることにします。ただし、春学期と秋学期開講のセット登

録科目で春学期科目を合格した場合、秋学期科目については履修の中止を認めません。また、先行

登録科目は抽選や選考をおこなったうえで登録が可能となる科目ですので、履修を中止する際は、

その点に十分留意して手続をおこなってください。 

なお、法学研究科設置科目の内、「リーガル・フィールドワーク」については、履修中止不可科

目となっています。 

 

③クレーム・コミッティ制度・成績評価の得点分布の公表 

大学はみなさんにより質の高い教育を提供するように努めていますが、ＧＰＡ制度の導入を機に、

クレーム・コミッティ制度を設けました。科目担当者との直接的なコミュニケーションでは解決で

きない授業内容や授業方法に関する改善の要望がある場合は、今出川キャンパス教務センター（法

学研究科）に相談してください。法学研究科で相談の内容を確認後、必要に応じて各学部等のクレ

ーム・コミッティが事実関係を調査し、クレームに関わる一連の対応について回答します。なお、

いかなる場合であっても、相談者の学生ＩＤや氏名が授業担当者に明かされることはなく、また相

談によって決して不利益を被ることはありません。 

また、成績評価に関する質問や異議申し立てをしたい場合は、定められた成績通知日から１週間

以内に、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）に採点質問票を提出してください。事務室

が質問票提出者に代わって、授業担当者に問い合わせます。 
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 登 録 要 領  

１．科目登録の要領 

 本研究科生は、法学研究科が定めた教育課程にしたがって科目を履修し、修了に必要と定められ

た単位を修得しなければなりません。そのために、当該年度に履修する科目を、年度初めの一般登

録期間（場合によっては先行登録期間）に届け出ることを科目登録といいます。 

 科目登録においては、本要領の他にも『大学院履修要項』や法学研究科ＨＰ、シラバス、掲示等

をよく見て、誤りのないよう注意してください。 

 一般登録・履修中止申請・登録変更（秋学期開講科目のみ）の手続は、「学修支援システムＤＵ

ＥＴ」（ＷＥＢブラウザから登録関連手続や成績の確認ができるシステム。以下ＤＵＥＴ）でおこ

なってください。 

 科目登録の大まかな流れは、下記のとおりとなっています。具体的な流れは、本要領や法学研究

科掲示板（光塩館２階廊下）で確認してください。 

① 先行登録 

② 一般登録（ＤＵＥＴ） 

③ 春学期講義開始 

④ 『登録科目確認表』確認（ＤＵＥＴ）、登録エラー修正 

⑤ 『履修科目表』確認（ＤＵＥＴ） 

⑥ 履修中止（ＤＵＥＴ） 

⑦ 『履修科目表』確認（ＤＵＥＴ）、登録確定 

① 先行登録 

⚫ 主にクラス定員のある科目の登録を行います。科目によって登録受付日や受講決定発表日
が異なります。法学研究科設置科目では、「リーガル・フィールドワーク」および一部の「大
学院特殊講義」以外はすべて一般登録科目ですが、他研究科設置科目や学部科目を履修する
場合、先行登録科目も存在するので、当該科目の掲載されている履修要項等を熟読してくだ
さい。 

⚫ 先行登録で決定した科目は、そのまま各自の登録科目になりますので、一般登録時に再度登
録してはいけません。 

⚫ 先行登録科目は、１度登録すると変更や、履修中止受付期間以外で履修を中止することはで
きませんので注意してください。ただし、春学期に登録した秋学期開講科目については、秋
学期講義開始前の先行登録変更期間での変更を認めます。 

② 一般登録 

⚫ 「政治学基礎」・先行登録科目以外の履修希望科目（秋学期開講科目も含む）の登録は、Ｄ
ＵＥＴでおこなってください。登録期間を設けていますので、本要領や掲示で確認のうえ登
録してください。なお、ＷＥＢ登録については登録書類交付時に配布する『ＷＥＢによる履
修科目登録利用上の注意』を熟読してください。 

⚫ 春学期には『登録変更期間』がありませんので、間違いのないよう熟考のうえ登録してくだ
さい。 

⚫ 「政治学基礎」および先行登録で決定した科目は、登録が完了していますので、一般登録期
間に登録手続をおこなう必要はありません。 

⚫ 学部科目を登録する際は、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）で手続きをおこな
ってください。 

     ○ 受付日時（ＤＵＥＴ） 

          ４月８日（火） １０：００ ～ ４月９日（水） １７：００ 

登 録 要 領
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③ 春学期講義開始 

⚫ 先行登録期間、一般登録期間に登録した講義に出席してください。 
 

④ 『登録科目確認表』確認、登録エラー修正 

⚫ 先行登録科目と一般登録科目のすべてが登録できているか、各自ＤＵＥＴで「登録科目確認

表（ホーム＞履修手続＞登録科目一覧）」をダウンロードし、確認してください。 

⚫ 登録エラーが表示されていなくても、登録した科目が登録できていなかったり、登録してい

ない科目が登録されていたりする可能性がありますので、よく確認してください。 

⚫ 登録エラーがある場合は、定められた期間内に修正してください。なお、登録忘れの科目を

追加することや正しく登録されている科目を変更することはできません。 

⚫ 春学期のこの期間は、登録エラーを修正する期間であるため、登録変更はできません。 

○ エラー修正日時  ：  ４月１５日（火）～１７日（木）    

   ※受付時間・方法については、対象者にメールにて通知します。 

 

⑤ 『履修科目表』確認 

⚫ 各自ＤＵＥＴにて「時間割表示画面（ホーム＞履修手続＞登録科目一覧＞時間割表）」を確

認してください。また、時間割を確認した画面を、各自で印刷し、保管しておいてください。 

○ 確認日（ＤＵＥＴ） ４月２２日（火）・２３日（水） 

 

⑥ 履修中止 

⚫ 登録した春学期開講科目を約１ヶ月間受講した結果、望ましい評価が得られないと判断し

た科目については、一定の条件のもとに登録科目の履修の中止を認めています。下記日時に

手続をしてください。 

⚫ 先行登録科目は抽選や選考をおこなったうえで登録が可能となる科目ですので、履修を中

止する際は、その点に十分留意して手続をおこなってください。 

○ 受付日時（ＤＵＥＴ） 

５月１２日（月）１０：００ ～１３日（火）１７：００ 

 

⑦ 『履修科目表』確認、登録確定 

⚫ 各自ＤＵＥＴにて「時間割表示画面（ホーム＞履修手続＞登録科目一覧＞時間割表）」を確

認してください。また、時間割を確認した画面を、各自で印刷しておいてください。 

⚫ この『履修科目表』が、各自の確定した授業時間割原票となります。年度末まで必ず保管し

てください。エラー修正期間後に印刷した『履修科目表』が授業時間割原票となりますので、

大切に保管してください。 

○ 確認日（ＤＵＥＴ） ： ５月１９日（月） 
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２．秋学期開講科目について 

 秋学期開講科目については、春学期の先行登録期間または一般登録期間に、春学期開講科目と一

緒に登録してください。 

 秋学期開講日程の大まかな流れは、以下のとおりとなっています。それぞれの具体的な日時等は、

春学期末試験期間に周知しますので注意しておいてください。 

 

① 春学期成績通知および秋学期登録書類公開 

② 先行登録削除期間 

③ 先行登録 

④ 履修科目登録変更期間（ＤＵＥＴ） 

⑤ 秋学期講義開始 

⑥ 『登録科目確認表』確認（ＤＵＥＴ）、登録エラー修正 

⑦ 『履修科目表』確認（ＤＵＥＴ） 

⑧ 履修中止（ＤＵＥＴ） 

⑨ 『履修科目表』確認（ＤＵＥＴ）、登録確定 

 

① 春学期成績通知および秋学期登録書類公開 

⚫ 秋学期講義開始前に春学期科目の成績通知、および『法学研究科秋学期授業時間割表』を法

学研究科ＨＰ上で公開します。 

 

② 先行登録削除期間 

⚫ 詳細は後日、大学ＨＰ上でお知らせします。 

⚫ 「リーガル・フィールドワーク」の登録が決定した場合、登録削除はできませんので注意し

てください。 

 

③ 先行登録 

⚫ 秋学期開講科目についても、春学期の先行登録期間に登録することになっていますので、春

学期講義開講の周知を確認して、忘れずに登録してください。 

⚫ 秋学期の先行登録では、春学期に実施した先行登録科目のうち定員の空いているクラスに

ついての再募集登録や、春学期開講の学部外国語科目における不合格者を対象とする再履

修クラスについての登録等をおこないます。なお、科目によって登録受付日や受講決定発表

日が異なります。法学研究科設置科目では、「リーガル・フィールドワーク」および一部の

「大学院特殊講義」以外はすべて一般登録科目ですが、他研究科設置科目や学部科目を履修

する場合、先行登録科目も存在するので、当該科目の掲載されている履修要項等を熟読して

ください。 

⚫ 先行登録科目は、１度登録すると変更や、履修中止受付期間以外で履修を中止することがで
きないので注意してください。 

 

④ 履修科目登録変更期間 

⚫ 秋学期の面接授業開始前に、秋学期開講の一般登録科目を変更できる『履修科目登録変更期

間』があります。ただし、変更や削除、追加のできない科目があるので注意してください。 
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⑤ 秋学期講義開始 

⚫ 春学期に確定した講義や、登録変更によって履修することになった講義に出席してくださ

い。 

 

⑥ 『登録科目確認表』確認、登録エラー修正 

⚫ 『履修科目登録変更期間』に手続きをした場合は登録変更ができているか、各自ＤＵＥＴで

「登録科目確認表（ホーム＞履修手続＞登録科目一覧）」をダウンロードし、確認してくだ

さい。また、登録エラーがある場合は、定められた期間内に修正してください。 

 

⑦ 『履修科目表』確認 

⚫ 各自ＤＵＥＴにて「時間割表示画面（ホーム＞履修手続＞登録科目一覧＞時間割表）」を確

認してください。また、時間割を確認した画面を、各自で印刷し、保管しておいてください。 

 

⑧ 履修中止 

⚫ 登録した秋学期開講科目を約１ヶ月間受講した結果、望ましい評価が得られないと判断し

た科目については、一定の条件のもとに登録科目の履修の中止を認めます。所定の期間に手

続をしてください。 
⚫ 先行登録科目は抽選や選考をおこなったうえで登録が可能となる科目ですので、履修を中

止する際は、その点に十分留意して手続をおこなってください。 

⚫ 「リーガル・フィールドワーク」は履修中止できませんので、留意してください。 

 

⑨ 『履修科目表』確認、登録確定 

⚫ 各自ＤＵＥＴにて「時間割表示画面（ホーム＞履修手続＞登録科目一覧＞時間割表）」を確

認してください。また、時間割を確認した画面を、各自で印刷しておいてください。 

⚫ この『履修科目表』が、各自の確定した授業時間割原票となります。年度末まで必ず保管し

てください。エラー修正期間後に印刷した『履修科目表』が授業時間割原票となりますので、

大切に保管してください。 
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３．一般的注意 

⚫ ＤＵＥＴでの登録手続にはユーザＩＤとパスワードが必要となります。また、窓口での登録

手続には学生証が必要です。学生証を忘れた場合には、手続ができないことがありますので

必ず持参してください。 

⚫ 曜日と講時が同一の科目を重複した状態で登録することはできません。 

すでに履修合格した科目については、再度履修しても修了必要単位には算入できません。自

由科目扱いとなります。 

⚫ 一部の科目では専攻によって修了単位数の上限が決まっている場合や修了必要単位に算入で

きない場合がありますので、詳しくは『大学院履修要項』の法学研究科の履修についての頁

にある「Ⅲ.履修登録上の注意」を参照してください。 

⚫ 「リーガル・フィールドワーク」は、登録削除や履修中止ができない科目ですので、履修選

択の際には留意してください。 

⚫ 「リーガル・フィールドワーク」は、６月中旬から７月上旬に書類選考と面接をおこない、

その合格者だけに履修を認めるため、一般登録はおこなわないでください。なお、「リーガ

ル・フィールドワーク」は、当該年度の「企業法務エシックス」及び「企業法務ベーシック」

の履修を条件とします。募集についての詳細は、上記授業での周知や、対象者へ送られるＤ

ＵＥＴメッセージなどを確認してください。 

⚫ 「大学院特殊講義（方法論セミナー（応用））」は、「計量政治学」を過年度履修済み、も

しくは現在履修中であることが登録の条件となり、学年暦掲載の履修科目登録期間とは別に

６月に登録を受け付けます。詳細は掲示またはＤＵＥＴメッセージを参照してください。 

⚫ 今年度の修士論文提出予定者は、必ず一般登録時に、指導教員が担当する「論文指導」、お

よび「論文」を登録してください。今年度修士論文を提出する予定でない場合でも、今年度

中に「論文指導」の登録が必要な場合があります。詳細については「８．「論文指導」につ

いて」を参照してください。 

⚫ 「論文」の登録科目コードは専攻毎で異なりますので、『大学院履修要項』の法学研究科開

講科目一覧でよく確認してから登録してください。 

⚫ 博士課程（後期課程）の方は、指導教員の「特殊研究」は必ず登録してください。 

⚫ 博士論文の提出予定者は、指導教員に相談のうえ、手続方法等の詳細を今出川キャンパス教

務センター（法学研究科）に照会してください。 

⚫ 修学上の各種連絡に必要になりますので、第一保証人（父母等）の現住所を変更した場合

は、『住所変更届』（所定用紙）を、ただちに今出川キャンパス教務センター（法学研究

科）に提出してください。所定用紙は事務室にあります。また、本人住所はＤＵＥＴから

変更することが可能です。なお、大学院生の場合、学費は本人住所宛に請求いたします。

第一保証人（父母等）の住所宛への請求を希望される方は、今出川キャンパス教務センタ

ー（法学研究科）または財務部資金課の窓口でその旨申し出てください。 

⚫ 学部科目を履修する場合や、博士課程（後期課程）の方が前期課程の科目を履修する場合

など、自身の所属する課程と異なる開講科目を履修されたい場合は、各科目の登録期間内

に教務センター（法学研究科）の窓口で登録手続きを行ってください。なお、各科目の登

録条件によって、登録をお断りする場合や、登録期間を改めてご案内する場合がありま

す。 
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４．博士課程（後期課程）の「研究題目届」について 

 博士課程（後期課程）では、「研究題目届」を下記要領で提出してください。「研究題目届」の

所定フォームは、DUET メッセージにて案内します。各自の研究題目を記入し、研究指導を受ける

教員（自身が登録する「特殊研究」の担当教員）の印または署名をもらったうえで、提出してくだ

さい。研究科委員会での議題となりますので、前年度の研究題目と変更のない場合でも必ず提出し

てください。 

○ 提出締切 ： ４月１６日（水） 窓口開室時間 

○ 提出場所 ： 今出川キャンパス教務センター（法学研究科） 

 

 

５．関西四大学大学院学生の単位互換協定について 

 関西大学、関西学院大学、立命館大学の各大学院授業科目を履修し単位を取得することが、『関

西四大学大学院学生の単位互換に関する協定書』（『大学院履修要項』に掲載）で認められていま

す。本協定によって他の大学大学院で修得した単位は自専攻科目として単位認定されます（科目の

内容によっては自専攻科目以外に認定される場合もあります）。なお、本協定を含めて、他の大学

大学院における履修科目の単位は１０単位までは修了必要単位に算入されます。履修を希望する方

には、『関西四大学大学院単位互換履修生願書』をデータ送付いたしますので、申し出てください。

必要事項を入力し、指導教員から所見を入力（または印刷したものに手書きで記入）してもらう必

要があります。各大学院の時間割については、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）で閲

覧できます。各大学院のシラバスについては、各大学ＨＰ上で公開されているものを確認してくだ

さい。なお、単位互換協定科目については一般登録をする必要はありません。 

 また、各大学院における履修登録が完了した段階で、履修登録者のない科目（不開講科目）につ

いては、本制度による受講は出来ませんので注意してください。 

○ 提出締切 ： ４月 7 日（月）17：00 

○ 提出方法 ： 今出川キャンパス教務センター（法学研究科）にメール添付にて 

         ji-houjm@mail.doshisha.ac.jp 

 

なお、秋学期登録変更期間にも、春学期と同様の手続により、秋学期開講の単位互換協定科目を

追加登録できます。提出締切・場所等は、春学期末試験期間に掲示します。 
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６．「所定の単位修得者」について 
①前期課程在学者 

大学院学則により、博士課程の前期課程に２年以上在学し、所定の単位を修得した方は、次の学

期から授業料および教育充実費が半額となります。ただし、学部または大学院の授業科目（「論

文指導」および「論文」を除く）を履修する場合は、この適用を受けることができませんので、

留意のうえ科目登録をしてください。「所定の単位」については、大学院履修要項の「履修につ

いて」の「Ⅱ.修了必要単位」を参照してください。なお、登録の際は「Ⅲ.履修登録上の注意」も

熟読してください。 

特に、修士論文が不合格の場合、修士論文を提出する学期の「論文指導」も不合格となり、所

定の単位を修得できなくなる可能性があります。また、春学期と秋学期に分かれて開講されてい

るセット登録科目を登録して春学期科目が合格した場合、秋学期科目の履修を中止することはで

きません。これらの場合はこの適用を受けることができませんので、注意してください。 

ご不明な点は、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）までお問合せください。 

 

②後期課程在学者 

大学院学則により、博士課程の後期課程に３年以上在学した方は、次の学期から授業料および教

育充実費が半額となります。ただし、学部または大学院の授業科目（特殊研究および「論文」を

除く）を履修する場合は、この適用を受けることができませんので、留意のうえ科目登録をして

ください。 

  ご不明な点は、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）までお問合せください。 

 

 

７．入学前に修得した単位の認定について 

 本学入学前に、他大学大学院において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生と

して修得した単位を含みます）を、本学大学院学則第６条の４にもとづいて、同志社大学大学院法

学研究科において修得したものとして認定いたします。単位認定を希望される方は下記の要領で申

請をしてください。なお、当該規定は新入生にしか適用されませんので注意してください。 

【申請手続】 

  科目登録の前に、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）へご相談ください。 

【申請締切・提出場所】 

  ○ 申請締切 ： ４月４日（金） 窓口開室時間 

○ 提出場所 ： 今出川キャンパス教務センター（法学研究科） 

【提出書類】 

  ・「単位認定願」（今出川キャンパス教務センター（法学研究科）で配付・所定事項

を記入済みのこと） 

  ・単位修得した科目の成績証明書 

  ・シラバス（講義概要） 

【注意事項】 

  ・単位認定の結果は、審査が終わり次第お知らせします。 

  ・成績証明書を申請締切日までに準備できない場合は、今出川キャンパス教務センタ

ー（法学研究科）にその旨申し出てください。ただし、「単位認定願」は申請締切
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日までに必ず提出してください。 

  ・科目登録にあたっては、認定予定科目と重複しないように注意してください。 

- 19 -



８．「論文指導」について　

　博士課程（前期課程）を修了するためには、「論文指導」を２回（計４単位）履修し、うち２単位は

　修了する学期に必ず履修しなければなりません。

「論文指導」は、１学期に１回（２単位）の履修をするものとし、原則として同一学期に２回（４単位）

　履修することはできません。

●政治学専攻
科目コード：30305996

●私法学専攻
科目コード：30305996

●公法学専攻
科目コード：30305996

【注　意】

※各専攻における担当者とクラスコードは、『大学院履修要項』を参照してください。

※修士論文提出予定者は、決定している指導教員の担当する「論文指導」および「論文」を
　必ず登録してください。

※春･秋学期に１回ずつ登録する場合は、必ず同一担当者の「論文指導」を登録してください
　（指導教員の「論文指導」が半期のみ開講の場合は、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）
　　までご連絡ください）。

※今年度修士論文を提出する予定でない場合でも、下記に該当する場合は、今年度中に「論文指導」を
　必ず登録して ください。　「論文指導（計４単位）」は、計画的に登録履修をしてください。
　　１．来年度の春学期修了を予定している

　　２．来年度の秋学期修了を予定しているが、春学期は休学する予定である

　　３．すでに１年半以上在籍しており、今後は修士論文を提出する学期以外は休学予定である

 春・秋学期に同一担当者の「論文指導」を１科
 目ずつ登録する

 ひとつの学期に複数の担当者の「論文指導」を
 同時履修することはできない

 春学期と秋学期で、異なる担当者の「論文指
 導」を原則として登録することはできない

春学期 秋学期

論文指導（Ａ先生） 論文指導（Ａ先生）

論文指導（Ａ先生）
論文指導（Ｂ先生）

○

未履修・不合格

論文指導（Ａ先生） 論文指導（Ｂ先生）

×

×
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 学 位 論 文  

１．修士論文について 
 

 修士論文を作成し、提出するための流れと手続は以下のとおりになっています。各種手続の詳細

や春学期提出の日程については、その都度周知いたしますので、法学研究科掲示板・法学研究科Ｈ

Ｐに注意しておいてください。また、各種提出物の期限は厳守してください。 

 

●第１年次 

４月初旬    「指導教員届」「修士論文題目届」交付開始 （法学研究科ＨＰ） 

７月初旬   「指導教員届」受付開始 

７月下旬   「指導教員届」提出 

１２月中旬   「指導教員変更届」提出（指導教員に変更がある場合のみ） 

 １月中旬   法学研究科委員会（指導教員承認） 

        指導教員の決定掲示（法学研究科掲示板） 

 ３月下旬   「修士論文題目届」提出（次年度に「論文指導」を履修する場合のみ） 

 

 

●第２年次・再修年次（２０２６年１月論文提出予定者） 

 ３月下旬   「修士論文題目届」提出（再修生のみ対象） 

９月１2 日～１１月２８日 

   修士論文報告会実施期間 

１１月初旬   「修士論文の提出について」掲示（法学研究科ＨＰ） 

１１月初旬～  「修士論文題目変更届」、「進路調査票」交付開始 （法学研究科ＨＰ） 

１２月下旬   「修士論文題目変更届」提出（題目に変更がある場合のみ） 

 １月中旬   「修士論文」提出 

        「進路調査票」提出、修士論文製本代納入 

        法学研究科委員会（修士論文受理） 

        口頭審査日程通知 

 １月下旬～  口頭審査期間 

 ２月中旬   法学研究科委員会（修士論文審査） 

 ３月上旬   研究科長会（修士論文総合審査） 

        修了決定および学位授与式の通知・掲示（法学研究科掲示板） 

 ３月下旬   学位授与式  

学 位 論 文
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●再修年次（２０２５年７月論文提出予定者） 

３月下旬   「修士論文題目届」提出（再修生のみ対象） 

５月５日～５月３０日 

   修士論文報告会実施期間 

６月初旬   「修士論文の提出について」掲示（法学研究科ＨＰ） 

６月中旬～  「修士論文題目変更届」、「進路調査票」交付開始 （法学研究科ＨＰ） 

 ６月下旬   「修士論文題目変更届」提出（題目に変更がある場合のみ） 

 ７月上旬   「修士論文」提出 

        「進路調査票」提出、修士論文製本代納入 

        法学研究科委員会（修士論文受理） 

        口頭審査日程通知 

 ７月中旬～  口頭審査期間 

 ７月下旬   法学研究科委員会（修士論文審査） 

 ９月中旬   研究科長会（修士論文総合審査） 

        修了決定および学位授与式の通知・掲示（法学研究科掲示板） 

 ９月下旬   学位授与式 

 

 

●修 了 後 

 ５月中旬   「修士論文」製本完成予定（９月修了者は１１月中旬を予定） 
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２．修士論文提出要領 
 

１．修士論文提出締切日 

 修 士 論 文 提 出 締 切 日 時 

春学期提出 ２０２５年 ７月 ７日（月）  午前 １１：３０ 

秋学期提出 ２０２６年 １月１９日（月）  午前 １１：３０ 

   ◇提出先 今出川キャンパス教務センター（法学研究科） 

   ◇提出締切日および締切時間を厳守してください。遅れた場合は受付けません。 

 

２．提 出 書 類 

  ◎論  文（黒表紙・ひも綴じ） ３部（正１部・副２部） 

  ◎論文梗概（別ひも綴じ）    ３部（正１部・副２部） 

  ◎法学研究科修士論文製本費 納入済証（証明書自動発行機にて発行） 

  ◎進路調査票 

   ◇論文を提出する際にはその表紙として必ず、黒表紙を使用してください。表紙には、「論文名」・「学生ID」・

「氏名」を明記したシールまたは紙を貼付してください。なお、論文提出用の表紙は同志社生協（良心館・

購買部）で販売していますが、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）［良心館］、法学研究科事務室

［光塩館］でも若干部を用意していますのでお問合せください。 

   ◇写 真（タテ５．３cm×ヨコ４cm、上半身脱帽のもの）を、論文（正・副）に貼付してください。 

 

３．論文作成要領 

 （１）様式等について 

◎論  文 ： 本文の文字数は、「目次」・「注」・「参考文献リスト」（註）等に要する文字数を含めないで、 

   ２４,０００～４０,０００字（手書きの場合は、Ａ４判４００字詰原稿用紙６０～１００枚）を一応の 

   目安とする。英文の場合は、１３，２００～２２，０００wordsを一応の目安とする。 

（註）参考文献リストの有無、およびその形式については、指導教員の指示に従ってください。 

◎論文梗概 ： ４,０００字程度（手書きの場合は、Ａ４判４００字詰原稿用紙１０枚程度） 

英文の場合は、２，２００words 程度 

  ◇原則として、ワープロ原稿としますが、手書き原稿も可とします。 

  ◇修士論文および論文梗概の様式は、縦書き・横書きのいずれでも構いません。手書きの場合についても、

使用する原稿用紙は、縦書き・横書きのいずれでも構いません。 

◇ワープロ原稿の場合に使用する用紙は、白色・Ａ４判で片面印刷とします。 

◇「注」については、各頁につける形式、各章につける形式、本文の最後に纏める形式のいずれでも構い

ません。「本文」と「注」は通しで頁を付与してください。それ以外の「目次」・「参考文献リスト」・

「資料」等には、頁を付与しないか、別立てで頁を付与してください。 

◇「論文」「論文梗概」にはともに、「提出者名」を自署してください。 
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◇修士論文は、下記の形式要件１）に沿って原則として日本語で作成しなければなりません。ただし、研

究分野の性質上、あるいは研究成果を発表する上で英語を用いる必要性がある場合等においては、形式

要件２）の通り英語による論文作成が認められることがあります。指導教員に相談のうえ「修士論文題

目届」を提出する際に申し出てください。また、「修士論文題目届」提出後に、やむを得ず使用言語を

変更する必要が生じた場合は、指導教員に相談のうえ、「修士論文題目変更届」を所定の期間に提出し

て下さい。 

 

◇形式要件 

１）和文 

  Ａ４判（横書き）１０．５ポイント 片面印刷 長辺綴じ（左綴じ） 

          ※４０字×３０行を目安とすること 

  Ａ４判（縦書き）１０．５ポイント 片面印刷 長辺綴じ（右綴じ） 

          ※５０字×１６行を目安とすること 

１０．５ポイント 片面印刷 短辺綴じ（右綴じ） 

※４０字×２５行を目安とすること 

２）英文 

  Ａ４判 １２ポイント Times New Roman 片面印刷 長辺綴じ（左綴じ） 

       ※２５行/頁を目安とすること 

 
◇修士論文の作成・提出にあたっては、指導教員の指示を受けてください。 

 

 

 （２）修士論文および論文梗概 記入要領 

 

①横書（Ａ４判片面印刷）の場合 

    修士論文記入要領  

 用紙 １枚目           修士論文 

                  《空白》 

                  修士論文題目届(または変更届)で承認を得た題目 

                  《空白》 

                  同志社大学大学院法学研究科博士課程 

                  前期課程 

  専攻 

                    学生ID                  

                    氏 名  （自 筆 署 名）       

 用紙 ２枚目           中央に写真（サイズ指定あり）貼付 

 用紙 ３枚目           目次 

 用紙 ４枚目以降         論文本文、図表、グラフ（１頁から始まる通し頁） 

                  文献目録、資料等（頁は別立て） 
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    論文梗概記入要領  

 用紙 １枚目           修士論文梗概 

                  《空白》 

                  修士論文題目届(または変更届)で承認を得た題目 

                  《空白》 

                  同志社大学大学院法学研究科博士課程 

                  前期課程 

  専攻 

                    学生ID                  

                    氏 名  （自 筆 署 名）       

 用紙 ２枚目           梗概本文（１頁～） 

 

 

  ②縦書で長辺綴じ（Ａ４判片面印刷）の場合 

    修士論文記入要領  

 用紙 １枚目           修士論文 

                  《空白》 

                  修士論文題目届(または変更届)で承認を得た題目 

                  《空白》 

                  同志社大学大学院法学研究科博士課程 

                  前期課程 

  専攻 

                    学生ID                  

                    氏 名  （自 筆 署 名）       

 用紙 ２枚目           中央に写真（サイズ指定あり）貼付 

 用紙 ３枚目           目次 

 用紙 ４枚目以降         論文本文、図表、グラフ（１頁から始まる通し頁） 

                  文献目録、資料等（頁は別立て） 

 

    論文梗概記入要領  

 用紙 １枚目           修士論文梗概 

                  《空白》 

                  修士論文題目届(または変更届)で承認を得た題目 

                  《空白》 

                  同志社大学大学院法学研究科博士課程 

                  前期課程 

  専攻 

                    学生ID                  

                    氏 名  （自 筆 署 名）       

 用紙 ２枚目           梗概本文（１頁～） 
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③縦書で短辺綴じ（Ａ４判片面印刷）の場合 

    修士論文記入要領  

 用紙 １枚目           修士論文 

                  《空白》 

                  修士論文題目届(または変更届)で承認を得た題目 

                  《空白》 

                  同志社大学大学院法学研究科博士課程 

                  前期課程 

  専攻 

                    学生ID                  

                    氏 名  （自 筆 署 名）       

 用紙 ２枚目           中央に写真（サイズ指定あり）貼付 

 用紙 ３枚目           目次 

 用紙 ４枚目以降         論文本文、図表、グラフ（１頁から始まる通し頁） 

                  文献目録、資料等（頁は別立て） 

 

    論文梗概記入要領  

 用紙 １枚目           修士論文梗概 

                  《空白》 

                  修士論文題目届(または変更届)で承認を得た題目 

                  《空白》 

                  同志社大学大学院法学研究科博士課程 

                  前期課程 

  専攻 

                    学生ID                  

                    氏 名  （自 筆 署 名）       

 用紙 ２枚目           梗概本文（１頁～） 

 

 

 

 

４．そ の 他 

◇既に届け出た論文題目と、提出する論文題目が一致しているか確認してください。 

 ＊ 「  」の有無、“－”、“～” 等一字一句まで注意してください。 

◇論文題目を変更する場合は、定められた提出期間に「修士論文題目変更届」を提出してください。提出期間と

場所については、後日掲示します。 

◇一旦提出した論文の修正・差替等は、原則として許可しません。 

◇論文提出者は、所定の製本費を納入してください(費用および方法については別途通知します)。 

◇論文提出時には、後期課程進学についての希望調査を行います。指導教員と十分相談のうえ届け出てください。 

◇審査に合格した論文２部については製本・装丁を行い、同志社大学で保管します。 
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３．博士論文について 

 博士論文提出にあたっては、事前に指導教員とよく相談してください。申請手続は以下のとおり

になっています。 

 

  １．提出書類および部数 

（１）論文（参考論文も含む）   ３通 

（２）論文要旨（４，０００字以内）【様式所定：片面印刷】３通 

（３）学位論文審査願（論文博士の場合は、学位申請書）【様式所定】 

   ２通 

（４）履 歴 書【様式所定：片面印刷】  ２通 

（５）研究業績一覧表【様式所定：片面印刷】  ２通 

（６）論文目録【様式所定】    ２通 

（７）写真（写真貼付台紙に貼付、サイズ指定あり） １葉 

  

    ＊（１）について、研究科委員会で合格判定となった場合、速やかに博士学位申請論文全文

の電子データ(PDF)を今出川キャンパス教務センター（法学研究科）まで提出してください。 

 

  ２．論文審査料 

課程博士の場合、審査料は不要です。 

 

  ３．提出書類について 

書類はすべて黒インクで記入してください。ただし、論文および論文要旨はこの限りではあ

りません。 

 

  ４．論文目録について 

（１）論文題目が外国語の場合は、和訳を附記してください。 

（２）参考論文が複数の場合は、列記してください。 

（３）論文の全文が公表されていないときは、予定を記してください。 

 

  ５．履歴書について 

（１）氏名欄は自署とします。 

（２）学歴は高等学校入学以後の履歴について年次順に記入してください。なお、休学歴が 

ある場合は明示してください。 

（３）学位は修士以上の学位を記入してください。なお、学位には、専攻分野の名称、授与 

機関名等を付記してください。 
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  ６．研究業績一覧表について 

（１）項目は修士論文、著書、論文、研究発表（学会等での口頭発表）、その他に分け、 

      項目ごとにまとめて記入してください。 

（２）「論文・著述・その他」欄には、著書はその発行所名、論文は掲載誌名、巻・号、掲載 

頁等、研究発表は学会名、開催場所等を記入してください。その他のものについてもこ 

れに準じてください。 

 

  ７．英語による論文について 

    論文は、原則として日本語で作成しなければなりません。ただし、研究分野の性質上、ある 

いは研究成果を発表する上で英語を用いる必要性がある場合等においては、英語による論文作 

成が認められることがあります。事前に指導教員に相談のうえ、「博士論文題目届」を提出す

る際に申し出てください。 

また、「博士論文題目届」提出後に、やむを得ず使用言語を変更する必要が生じた場合は、

指導教員および題目審査委員の承認を得たうえで、「博士論文題目変更届」を提出してくださ

い。 

    論文の文字数は、日本語２，０００字が英語１，１００words に相当するものとします。こ 

れに基づき、本文の文字数は日本語で１２万字程度（上限は設けない）のため、英語では６６， 

０００words 程度となります。また、論文要旨の文字数は日本語で４，０００字以内であるた 

め、英語では２，２００words 以内となります。 
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４．博士論文提出要領 

 １．論文の字数等 

本文１２万字程度（英語の場合は本文６万６,０００words 程度）とし、上限は設けません。

本文以外についても特に制限を設けません。原則としてワープロ原稿としますが、印刷または

手書き原稿も可とします。その他の形式要件については、別に定めます。 

 

 ２．提出締切日 

提出日に遅れた時は理由の如何にかかわらず受け付けません。 

ｱ) 在学中の秋学期学位授与式における学位授与を希望する場合は、当該年度の１１月末日ま

でとし、在学中の春学期学位授与式における学位授与を希望する場合は、当該年度の４月

１０日までとする。 

ｲ) ３年以上在学し、論文提出後に当該学期末で退学する場合は、退学する学期末までとする。

（学位授与日は退学した学期に遡る）。 

ｳ) （２０１６年度以降生） 

博士の学位論文の審査のために在学する場合（論文審査在籍）は、学位授与を希望する学

期開始日から起算して１０日後までとする。 

（２０１５年度以前生）３年以上在学し、退学後３年以内に論文を提出する場合、学位授

与を希望する学期の前学期末までとする。 

 

＊提出期限が法学研究科事務室の閉室日である場合、ｱ）、ｳ）の 2016 年度以降生について

は、翌開室日、ｲ）、ｳ）の 2015 年度以前生については、当該学期の最終開室日を提出期

限とします。 

＊論文審査在籍とは 

2016 年度以降に博士課程後期課程に入学し、同課程において３年以上在学して必要な研

究指導を受けた者が、次のいずれかの場合に該当するときは、博士の学位論文の審査のた

めの在籍（論文審査在籍）を希望することができます（在学扱いとなり、修業年限に含ま

れます）。 

 

①所定の研究指導を受け終えた後も引き続き、博士の学位論文の審査のために在学する場合 

②退学日から３年以内の者で、博士の学位論文の審査を請求するために再入学する場合 

 

論文審査在籍の期間は、論文審査在籍料を納入しなければなりません。他の学費を納入す

る必要はありませんが、論文審査在籍中に、学部または大学院の科目を履修することはで

きません。 

     論文審査在籍を希望される場合は、論文提出の目途が立ち次第、今出川キャンパス教務セ 

ンター（法学研究科）までご相談ください。 
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＊博士課程後期課程に３年以上在学し退学した後、学位論文の提出を希望される場合は、今出

川キャンパス教務センター（法学研究科）までご連絡ください。 

 

 ３．提出方法 

在学期間中に、原則として本人が、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）を経由して、

法学研究科長に提出するものとします。 

 

 ４．提出書類およびその部数 

大学において定められた書類および部数とします（「３．博士論文について」参照）。 

所定用紙がありますので、提出希望者は今出川キャンパス教務センター（法学研究科）に来室

してください。 
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５．博士論文の公開について 

  １．論文要旨および論文審査結果の要旨公表について 

本学では、学位授与が決定した学位論文について、その論文要旨、論文審査結果要旨、総合試 

験結果の要旨（論文博士の場合は学力確認結果の要旨）を、学位授与日から３ヶ月以内に本学 

のＨＰ上（「同志社大学学術リポジトリ」）で公開します。 

 

  2．論文全文の公表について  

（１）論文全文の公表 

博士の学位を授与された者は、論文全文について、学位授与日から１年以内に同志社大学

学術リポジトリにおいて公表しなければなりません。ただし、博士学位を授与される前に、

インターネットの利用により既に公表した場合は、この限りではありません。 

（２）論文の内容を要約したものの公表 

博士の学位を授与された者が、全文を公表することができないやむを得ない事由があると

申し出、研究科委員会が承認した場合は、論文全文に代えてその内容を要約したものを、同

志社大学学術リポジトリにおいて公表します。この場合においても、本学は、当該論文の全

文を図書館において閲覧に供します。 

（３）やむを得ない事由について 

・論文に立体形状による表現を含む場合 

・著作権保護や個人情報保護に係る制約がある場合 

・出版による公表又は公表を予定している場合 

・特許を申請又は申請を予定している場合 

・掲載ジャーナルからの制約がある場合 

・その他、研究科教授会または研究科委員会が認めた場合 

（４）国立国会図書館へのデータ送付および利用 

同志社大学学術リポジトリにおいて公表された論文については、当該論文に係る電子デー

タを国立国会図書館に送付するとともに、同館においてインターネットを利用して公開され

ます。 

 

  ３．論文公表に係る提出書類・電子データおよびその部数 

（１）同志社大学博士論文のインターネット公開同意書（様式所定） １部 

（２）（博士論文全文を公開する場合） 

論文全文（電子データ） １ファイル 

（３）（やむを得ない事由により博士論文全文を非公開とする場合） 

論文要約（電子データ） １ファイル 
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（４）学術リポジトリ内容記述シート（様式所定）（電子データ） １ファイル 

 

提 出 物 全文を公開する場合 全文を非公開とする場合 

インターネット公開同意書 ○ ○ 

論文全文（電子データ） ○ ○ 

論文の要約（電子データ） × ○ 

学術リポジトリ内容記述シート 

（電子データ） 
○ ○ 

 

●注意事項 

（１）論文全文（電子データ）について 

・論文の全内容を１つのファイルにまとめてください。（学術リポジトリの公開や国立国会 

図書館からのデータ収集の関係上、提出後にファイルを分割する場合があります。） 

・ファイル形式はテキスト情報つきのＰＤＦとしてください。ファイル名については、学位 

記番号をファイル名にして作成してください。 

例）甲 001_全文.pdf 甲 001_要約.pdf 

・フォーマットはＰＤＦバージョン 1.5 以上としてください。 

・外部情報源（外部フォント等）を参照しないでください。 

・ＰＤＦファイルにはパスワードや暗号化、印刷制限等の設定をおこなわないでください。 

・提出時の詳細は学術リポジトリＨＰ［リポジトリへの登録手続き］を参照してください。 

（２）同志社大学博士論文のインターネット公開同意書について 

・公開にあたっては、論文内に引用されている資料等について、インターネットの利用によ

る公表を前提とした著作権処理をおこなってください。 

・「やむを得ない事由」がなくなった場合は、速やかに今出川キャンパス教務センター（法

学研究科）へ申し出のうえ、論文全文を公表してください。 

 

（３）学術リポジトリ内容記述シートについて 

・提出ファイルおよび書き方は、学術リポジトリＨＰ［リポジトリへの登録手続き］を参照 

してください。 

・内容記述シートのファイル名は、学位記番号をファイル名にして作成してください。 

 例）甲 001_内容記述.xls 

＜学術リポジトリＨＰ［リポジトリへの登録手続き］＞ 

https://doshisha.repo.nii.ac.jp/ 
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■■ 同志社大学学術リポジトリとは ■■ 

同志社大学学術リポジトリとは、本学の学部、研究科、研究所、センター及び研究センター群に所属す

る教職員・大学院学生等の研究者及び研究プロジェクトが生成した電子的形態の研究成果・教育資源等の

学術コンテンツを一元的に収集・蓄積・保存し、無償でネットワークを通じて世界に向けて情報発信をお

こなうシステムです。  

 登録されたデータは、本学の蔵書検索システムである DOORS で検索できるほか、国立情報学研究所の

IRDB、OCLC の OAIster、EU の OpenAIRE などから検索することが可能です。 
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 ダブル・ディグリープログラム用「履修の手引き」  
この項目では、法学研究科のダブル・ディグリープログラムに参加する学生向けの固有事項につい

て記載しています。『法学研究科履修の手引き』本編や『大学院履修要項』と合わせてご参照くだ

さい。なお、協定大学からの受入学生向けの英語版『履修の手引き』は別途案内します。 

 

  １．協定大学及び所属コースについて 

 法学研究科と協定を締結している大学は以下の通りです。ダブル・ディグリープログラムに

参加が承認された学生は、ダブル・ディグリーコースに所属することになります。 

 政治学専攻 

リーズ大学 

 私法学専攻・公法学専攻 

チューリッヒ大学、タマサート大学、中国人民大学、東呉大学、中国政法大学 

 
なお、本プログラムへの出願の詳細（出願締切、選考日程、提出書類、審査方法等）につい

ては、法学研究科のウェブサイトをご参照ください。 

 

  ２．修了要件（【本編１．前期課程・②修了要件】への追記事項） 

修了要件の詳細については、今出川キャンパス教務センター（法学研究科）までお問い合わ

せください。 

なお、協定大学ごとに課される修士論文の取り扱いは以下の通りです。 

 

協定大学 修士論文 
執筆言語 

同志社大学※ 協定大学 

チューリッヒ大学 

異なる内容の論文を各大学へ提出 

（計２本） 
日本語または英語 

英語 

タマサート大学 英語 

中国人民大学 英語 

東呉大学 中国語 

リーズ大学 英語 

中国政法大学 英語 

※2024 年度から、派遣学生・受入学生ともに日本語もしくは英語の選択制とします。ただし、

2023 年度以前の派遣学生は、英語選択を必須とします。 

 

  ３．修了必要単位数 

ダブル・ディグリーに参加が決定した方は【本編２頁・１．前期課程・③修了必要単位数】

に記載されている修了必要単位数について、専攻ごとに以下の内容に読み替えてください。 

  

ダブル・ディグリープログラム用「履修の手引き」
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政治学専攻 

 『大学院履修要項』に記載されている法学研究科各専攻の設置・開講科目のうち、研究科間

協定科目「Introduction to Japanese Law」「Introduction to Japanese Politics」「Political 

Economy in the Asia-Pacific Region」「International Relations Theory in the Asia-

Pacific Region」を必修とし、合計３０単位以上を選択履修すること。 

また、１２単位まで他の専攻や本学大学院他研究科、または高等研究教育院が開講する科目

を選択履修できる。 

 

私法学専攻・公法学専攻 

『大学院履修要項』に記載されている法学研究科各専攻の設置・開講科目のうち、研究科間

協定科目｢Research and Writing｣（※2023 年度以前生は「Research and Writing (Law)」）

を必修とする。加えて、基幹科目またはグローバル科目から４単位以上を含め、合計３０単位

以上を選択履修すること。 

また、１６単位まで他の専攻の科目を選択履修でき、そのうち 8 単位まで本学大学院他研究

科および高等研究教育院が開講設置する科目から選択履修できる。 

 

全専攻共通 

 いずれの専攻においても、修士論文の提出にあたって「論文指導」の登録を義務づける。「論

文指導」は合計４単位履修する必要があり、そのうち２単位は修了（論文提出）予定学期に必

ず履修しなければならない。ただし、ダブル・ディグリーコースに所属する受入学生で、修了

予定学期に協定大学にて修学中の場合は、必須ではない。 

また、修了予定学期に「論文」を登録している学生は、論文提出１ヶ月前までに実施される

修士論文報告会において、修士論文に関する報告を行い、指導を受けることが義務づけられる。 

 

 

  ４．学位（【本編１．前期課程・④学位】の補足事項）  

ダブル・ディグリーコースに所属し、本学および協定大学の課程を修了した方には、以下の

学位が授与されます。 

 

専攻 授 与 学 位 

政治学 

同 志 社 大 学 ：修士（比較政治学）/ Master of Arts in Comparative Political 

Studies 

 

リ ー ズ 大 学 ： MA Conflict, Development and Peacebuilding 、 MA Global 

Development、MA Global Development and Education、MA Global Governance and 

Diplomacy、MA Global Political Economy、MA International Relations、MSc Political 

Science、MA Terrorism and Insurgency、MA Global Security Challenges 

（選択コースによりいずれか） 

私法学 

公法学 

同 志 社 大 学 ：修士（法学）/ Master of Laws 

 

チューリッヒ大学：Master of Law UZH -International and Comparative Law 

タマサート大学：Master of Laws in Business Laws 

中 国 人 民 大 学 ：LL.M. in Chinese Law 

東 呉 大 学 ：Master of Laws 

中 国 政 法 大 学 ：Master of Comparative Law、Master of International Law 

（選択コースによりいずれか） 
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  ５．秋学期開講科目について（【本編 ２．秋学期開講科目について】の補足事項） 

 派遣学生は、帰国後の秋学期開講前に次年度秋学期開講科目の履修登録を行ってください。

秋学期開講に関する日程は、７月下旬に法学研究科のウェブサイトに掲載する予定です。 

 また、同志社大学における単位認定については、協定大学の成績が判明次第速やかに、履修

科目の単位認定申請手続を済ませるようにしてください（単位認定申請手続については、渡航

準備ガイダンス時（派遣学生）または履修中止期間終了後（受入学生）に、それぞれ説明しま

す）。 

 なお、協定大学において修得した科目は「ダブル・ディグリー協定単位認定科目」として、

他の大学大学院における履修科目の単位認定と合わせて最大１０単位まで修了単位に算入さ

れます。 

 

 

  ６．履修の流れについて 

 各協定大学とのダブル・ディグリープログラムの履修の流れや手続きの詳細については、随

時案内します。 
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